














��

�O�¿	²�x�|�…�̂�œ�q
��Ù�t�m�s�U�l�o�M�‡�b�{��

�O�¿	²�����°�R�•�w�Å
“

�;�Ï�
���
�µ�
�����»�q�'�‰


Ê	ë�w�K�’�‡�̀ ��

�y�Š	²�º
æ
æ�Á

�y�›���w�;���¢�U�o�¿�£��

�y�ª
ƒ�s�;��

�y�Ž�Á�¢�¬�†�Ð�*�¿�~�¬�†	ù�*�•�»�q�£

�6
\�w�­�q�x���™
H�„�°�†
¶�s�Ô�Š�w�Ï�™�t�²�Z�o�™

�6
\�w�­�t�²�Z�h
ï�ù�0�f�q�x

�0	Å	��w�›
Q�t� �a�h�¦�‹�~�§�	�w�§�=

�þ�q�t�S�Z�”�®�‰	Ô	t�¯�q�®	Z
j��̄›� �̂”


•�t�®��
\�Q�t�í�’�s�M�~�í� �̂s�M�¯

�™�q�j�Ú�“�›� �̂œ�s�p�§�Q�”�Ì�”�M�þ�q�•�™

�†
¶�~�†	ú�w�¬�-�t�²�Z�h	�
Ê


\�Q
ƒ�•	��s�w�§�	

�˜�O
M�S�~�µ�w
R�L�w���£

�O�©�Ž��� ���w
*
�

�Ì�E�t��� �̀h	ý�h�s���Ä�˜�O
M�S�w�Ï�™

�O�­�­�w	F�î�~
C�2

�K
Q�»
M�S

�O�¿�Á

�K�s�h�w�V�b�›�Ô�b
M�S

�½�Ä�,�Š�O
M�w
T
‹


��V�4�¢�¢
��V
ì�Š�|�Ð�*�y�A�|
��V��
C�s�£

�O�o�±�”�Ï�µ���È

�Ô�Š�˜�O�§�	�·�ï�»�”�›�¤�©�q� �̀h
ï�ù�O�o�§�	
M�S


R
��t�‘�”���Ä�Ä�E�w�v�•

	—�å
‡�æ�w	r�g

�Ë
\�-�¢�q�x

�-�¢� �̃w�†���$�¬�-

	ú
�
Õ�æ	��s�©�•�
�o
M�S�t�,�n�X	�
Ê

�²
Y�ª
ƒ�t�S�Z�”	r�ð�s�w	F�î�~�§�=

	—�å�²
Y�w�á�æ�§�=

���È�T�m�&
Y�s	Z�Ö��	ù�*�w�h�Š�w	�
Ê

�Ô�Š
��q�Ž��
��w	Z�Ö�����g

�É�½�w�Ý��

�ô�S
��P�t�0�b�”�Ù� �ï�Ä
M�t�‘�”	Z�Ö�����g	Í�w���ð
M�S

���M� �—�w
*
�

	Á�¿

�¿�¨�¼�g

�>�;�¼�g

�Ô�_�¶
�O�¿�™�‰�2�Ô�è�~�Ý�¿�·�”�´�ª�ß�å�æ�”

�O�¿	²�•�æ�l�o� �̂‘�O�‚

�Ô	��s	?���~�D���æ�Ä

�Ô�,�J�E�T���3�P�P�N���V�l�c�”�”�‰

��

��

��

��

��

��

��

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

����

�O�¿	²�x�|�…� �̂œ�q

��Ù�t�m�s�U�l�o�M�‡ �b�{


��V

���Ä
S�f

	Z�Ö��
���g

�J�G�~�•
v
��
v�s�r

�$�P�O�U�F�O�U�T

�²�h�j�U�þ�q
\�Æ�›�æ�œ�p�M�X�h�Š�t�x�|�ç�”�ç�U
ž�A�p�b�{


�� �~�����s�r�w
��������w
T�g�~�J�å�•�|

�H�t�†	ú�̀ �o	E�‰�\�q�U�p�V�”�\�q�|

�T�œ�i�P�‰�U	��t�Ö�•�’�•�”�\�q�s�r�U�|

�V�j�œ�q�ç�”�ç
Ç�Z� �̂•�o�M�s�Z�•�y�s�“�‡�d�œ�{

�‡�h�|��
��›	‡�m�Z�h�“�|
ú�›�j�‰�‘�O�s�æ�•�›� �̀h
��U

�V�j�œ�q	r
G� �̂•�”�\�q�‹�|�\�w�þ�q�›�-�m�h�Š�t�=�T�d�s�M�“
Ê�ˆ�p�b�{

�O�¿	²�x�|�\�w�‘�O�s�þ�q�t�S�Z�”�,�Š�$�s�ç�”�ç�›���Š�”�q�q�‹�t�|

�f�w�ç�”�ç�U�V�j�œ�q	��’�•�”�‘�O�s�˜�O�w�,�Š�$�s�“
Ê�ˆ�•�|

��
G�›	!�Z�h
��w�þ�q
î�<�›�		•�b�”�h�Š�w
M�S�|

�J�G�~�¬	Â�w�‘�O�s�V�b�w�î�q�›	•�Z�”
M�S�w�á�æ�t��� �̃l�o�M�‡�b�{

�‡�h�|	Z�Ö���U�&
~�t�æ�˜�•�”�‘�O�t�b�”�\�q�|


��V�U��	O� �̂•�”�‘�O�R�Š�h�“�b�”�\�q�|

� �̂’�t�|�þ�q�w�†
¶�›	��”�h�Š�t
ž�A�s�Ð�*�s�›�æ�O�\�q�s�r�‹�|

�O�¿	²�w�G�Ä�s�“�Ä�p�b�{

�O�¿	²�w�K�’�‡�`

�®
H�„�°�†
¶�s�Ô�Š��̄›
�è�¦�̀ �o

��

�˜�O
M�S�~�µ�w
*
���

���½�w�,�Š�$�s�V�b�w
�î�q�w�h�Š�t

��

�&
Y�s���Ä
S�f�w
1�æ��

	Z�Ö�����g��

�O�¿	²�›�‹�l�q
��Ù�t�‚

���w�b�•�t�����w�K�”

Ì	Á�s�r�w�w�°�$�T�m
�&
Y�s	r�g

��

�¿�̈�~�>�;

���M� �—��

�.�*�/�*�4�5�3�:���0�'���+�6�4�5�*�$�&

�O�U�‡�‹�”�̀ �K�̃ �d �{

��



この印刷物は、印刷用の紙へ
リサイクルできます。

リサイクル適性 A

ホームページ   http://www.moj.go.jp/
twitterアカウント  @MOJ_HOUMU
YouTube  法務省公式チャンネル  MOJ Channel

編集／法務省大臣官房秘書課広報室

■ＪＲ
山手線・京浜東北線
■地下鉄
東京メトロ有楽町線
東京メトロ丸ノ内線・日比谷線
東京メトロ千代田線
都営三田線

アクセス

有楽町駅 下車10分

桜田門駅 下車 1 分
霞ヶ関駅 下車 3 分
霞ヶ関駅 下車 5 分
日比谷駅 下車 6 分

ライトアップされた法務省旧本館（中央合同庁舎第6号館赤れんが棟）

〒100‒8977  東京都千代田区霞が関1‒1‒1
電話  03‒3580‒4111（代）

［平成29年版］法務省

法務省庁舎の歩み
　法務省のある中央合同庁舎第6号館A棟は，地上21
階地下4階からなる建物で，建物内は，機能的に北側の
「法務ゾーン」と南側の「検察ゾーン」に二分されていま
す。また，外壁には，赤れんが棟の色と調和する風格の
ある赤みを帯びたカナダ産御影石が使用されています。
　この建物は，平成2年6月30日に新庁舎として完成し
ましたが，その際，法務省旧本館（現在の中央合同庁舎6
号館赤れんが棟）の保存改修が検討されたところ，「明治
の官庁集中計画の唯一の生き残った歴史的建築物とし
て，霞が関地区の景観に欠かすことのできない建築」とし
て位置付けられ，保存・活用されることとなり，外観につ

いては，創建当時の姿に復原されることとなりました。
　保存改修工事が行われた赤れんが棟は，ドイツ人建
築家ベックマンとエンデ両氏の設計にかかるもので，7
年余りの歳月を費やして明治28年12月，司法省として
竣工されたものです。その後，昭和20年3月，戦災のた
めれんが壁を残し屋根，床などを焼失したため，昭和
23年から同25年にかけて復旧工事を行い，屋根など
の形状や材質が一部変更されていましたが，今回の改
修工事では明治28年の創建当時の姿に復原され，平
成6年12月27日には国の重要文化財に指定（外観の
み）されました。
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法 務 省
民事局

1

みんじきょく
矯正局

3

きょうせいきょく
刑事局

2

けいじきょく

保護局

4

ほごきょく 訟務局

6

しょうむきょく
人権擁護局

5

じんけんようごきょく

入国管理局

7

にゅうこくかんりきょく

法務総合研究所

9

ほうむそうごうけんきゅうしょ司法法制部

8

しほうほうせいぶ

検察庁

10

けんさつちょう

公安調査庁

12

こうあんちょうさちょう
公安審査委員会

11

こうあんしんさいいんかい

52

法
務
省
を
も
っ
と
身
近
に
！

青
あおもりちほうけんさつちょう

森地方検察庁
「あっぷり」

長
ながさきちほうほうむきょく

崎地方法務局
「ジャッ君

くん

」 旭
あさひかわけいむしょ

川刑務所
「カタックリちゃん」

さいたま少
しょうねんかんべつしょ

年鑑別所
「さいかん君

くん

」

更
こ う せ い ほ ご

生保護のマスコットキャラクター
「更

こうせい

生ペンギンのホゴちゃん」

登
とうき

記，戸
こせ き

籍，国
こくせき

籍，供
きょうたく

託，公
こうしょうとう

証等に関
かん

する
事
じ む

務，法
ほうむきょく

務局・地
ちほうほうむきょく

方法務局の管
かんりうんえい

理運営
のほか，民

みんぽう

法，商
しょうほう

法，民
みんじそしょうほう

事訴訟法などの
民
みんじきほんほう

事基本法に関
かん

する法
ほうれいあん

令案の作
さくせい

成など
の仕

しごと

事をしています。

罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

や非
ひ こ う

行をした少
しょうねん

年が，再
ふたた

び犯
はんざい

罪や非
ひこ う

行に走
はし

らずに，地
ちいきしゃかい

域社会で
立
た

ち直
なお

ることを支
し え ん

援するため，民
みんかん

間の
方
かたがた

々と協
きょうりょく

力して，生
せいかつ

活の指
しど う

導や援
えんじょ

助をし
ています。また，“社

しゃかい

会を明
あか

るくする運
うんどう

動”
などの犯

はんざい

罪予
よぼうかつどう

防活動のほか，刑
けいむしょ

務所や
少
しょうねんいん

年院からの仮
かりしゃくほうとう

釈放等に関
かん

する仕
しご と

事を
しています。

日
にほんじん

本人や外
がいこくじん

国人が出
しゅつにゅう

入（帰
き

）国
こく

する際
さい

の
審
し ん さ

査や，日
にほ ん

本に滞
たいざい

在する外
がいこくじん

国人に関
かん

す
る手
てつづき

続，不
ふほうたいざい

法滞在の外
がいこくじん

国人を国
こくがいたいきょ

外退去
させる仕

し ご と

事をしています。また，自
じ こ く

国
において迫

はくがい

害を受
う

けることを恐
おそ

れて，
外
がいこくじん

国人が日
に ほ ん

本に保
ほ ご

護を求
もと

める際
さい

の
難
なんみんにんていてつづき

民認定手続の仕
しごと

事もしています。

警
けいさつ

察などと協
きょうりょく

力して犯
はんざい

罪の捜
そ う さ

査をし，
罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

を裁
さいばんしょ

判所に起
き そ

訴するかし
ないかを決

き

め，起
き そ

訴した場
ばあ い

合は，裁
さいばんしょ

判所
で罪

つみ

を犯
おか

した人
ひと

の適
てきせつ

切な処
しょばつ

罰を求
もと

める
仕
しごと

事などをしています。

罪
つみ

を犯
おか

した人
ひと

を処
しょばつ

罰するための法
ほうりつあん

律案
の企

き か く

画・作
さくせい

成や，犯
はんざい

罪を捜
そ う さ

査するため
に外

がいこく

国に協
きょうりょく

力を求
もと

めたり，外
がいこく

国からの
協
きょうりょく

力の求
もと

めに応
おう

じたりするほか，検
けんさつちょう

察庁
の活

かつどう

動を助
たす

けるさまざまな仕
しご と

事をして
います。

差
さべ つ

別，虐
ぎゃくたい

待，いじめ，プライバシー侵
しんがい

害
など人

じんけん

権に関
かん

するさまざまな問
もんだい

題に対
たい

して，民
みんかん

間ボランティアの人
じんけんようごいいん

権擁護委員
と協
きょうりょく

力して，人
じんけんそうだん

権相談，人
じんけんしんぱんじかん

権侵犯事件の
調
ちょうさ

査や被
ひがいしゃ

害者の救
きゅうさい

済，人
じんけんけいはつ

権啓発などの
活
かつどう

動を行
おこな

っています。

裁
さいばんしょ

判所の仕
し く

組み，裁
さいばんしょ

判所を利
りよ う

用しやす
くするための方

ほうさく

策，裁
さいばんいがい

判以外でもめごと
を解
かいけつ

決する方
ほうほう

法，弁
べ ん ご し せ い ど

護士制度，法
ほうりつか

律家の
養
ようせい

成などの司
しほうせいどぜんぱん

法制度全般に関
かん

する様
さまざま

々
な仕

しご と

事をしています。また，法
ほう

や司
しほ う

法の
大
たいせつ

切さをみなさんに実
じっかん

感し，理
りか い

解してい
ただくために，法

ほうきょういく

教育の充
じゅうじつ

実・発
はってん

展に取
と

り組
く

んでいます。

国
くに

や国
こくみん

民の安
あんぜん

全を暴
ぼうりょく

力で破
は か い

壊する
団
だんたい

体に対
たい

する公
こうあんちょうさちょうちょうかん

安調査庁長官からの
規
きせいしょぶん

制処分の請
せいきゅう

求について，中
ちゅうりつてきたちば

立的立場
で適

てきせい

正な審
し ん さ

査・決
けってい

定を行
おこな

うなどの仕
しご と

事
をしています。

刑
けいむしょ

務所や少
しょうねんいん

年院などの矯
きょうせいしせつ

正施設の
保
ほ あ ん け い び

安警備，作
さぎょう

業，分
ぶんるい

類，鑑
かんべつ

別，教
きょういく

育，
医
いりょう

療，衛
えいせい

生など被
ひしゅうようしゃ

収容者に対
たい

する処
しょぐう

遇
が適

てきせい

正に行
おこな

われるように指
し ど う

導，監
かんとく

督
したり，新

あたら

しい処
しょぐうほうほう

遇方法について
調
ちょうさけんきゅうとう

査研究等の仕
しごと

事をしています。

国
くに

が原
げんこく

告や被
ひこ く

告となる訴
そしょう

訟について，
国
くに

の立
た ち ば

場から裁
さいばんしょ

判所に申
もうした

立てをした
り，主

しゅちょう

張・立
りっしょう

証をしたりするなど，「国
くに

の
弁
べ ん ご し

護士」としての仕
しごと

事をしています。

犯
はんざい

罪に関
かん

する調
ちょうさけんきゅう

査研究の結
けっ か

果を「犯
はんざい

罪
白
はくしょ

書」という本
ほん

にまとめたり，法
ほうむしょう

務省の
職
しょくいん

員に対
たい

する研
けんしゅう

修をしています。また，
法
ほうりつ

律が十
じゅうぶん

分に整
ととの

っていない国
くに

の法
ほうりつ

律を
作
つく

るお手
て つ だ

伝いをしたり，国
こくれん

連と協
きょうりょく

力し
て，犯

はんざい

罪を防
ふせ

ぐための国
こくさいけんしゅう

際研修をして
います。

テロ組
そし き

織など，暴
ぼうりょく

力で自
じぶ ん

分たちの主
しゅちょう

張
を押

お

し通
とお

そうとする団
だんたい

体などから，国
くに

と
国
こくみん

民の安
あんぜん

全を守
まも

る仕
し ご と

事をしています。
例
たと

えば，過
か こ

去に多
おお

くの人
ひとびと

々を無
む さ べ つ

差別に
殺
さつがい

害したオウム真
しんりきょう

理教という団
だんたい

体に対
たい

し，二
に ど

度と同
おな

じことを起
お

こさせないよう
調
ちょうさ

査しています。


